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差引一般財源 △15 715 △21 736

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 7. 在宅福祉サービス事業

2. 老人福祉費

1. 老人福祉総務費 高齢者福祉課

（佐倉市）　　

第１章
ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福 -

祉・健康・子育て） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 6,651 基本施策３
高齢者福祉 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策１
住み慣れた地域での包括的な支援体制を整備します 令和 6年度 -

令和 7年度 -

15 15 △15

1 716 1 715

高齢者福祉電話事業、緊急通報システム委託事業、生活 介護保険では対象外の在宅福祉サービスを提供すること 介護保険に該当しない在宅サービスを提供することで、

管理指導短期宿泊事業、２市１町ＳＯＳネットワーク事業、訪問理美容 で、支援が必要な高齢者の生活の質の維持・向上を図ります。 高齢者の在宅生活を支援するとともに、重度化防止に資することができ

サービス事業の実施 ます。

対象となる高齢者が年々増加し、個々の高齢者の 緊急通報サービス事業について、高齢者の見守り

生活状況の把握やニーズ把握が難しい状況です。他のサービスとの調整 体制の強化を図るため、対象者枠を拡大し、介護保険特別会計へ移行し

を図り精査していく必要があります。 て実施することといたしました。

分担金及び負担金

10 42 52 △10

11 367 351 16

12 95 6,501 △6,406

18 167 191 △24

19 45 18 27

14 01 01 02 02 00 生活管理指導短期宿泊負担金 15 1 21 △


